
（4） 2011.　1.　1凡例　対対象　日日時　場会場　内内容　講講師　定定員　費費用　申申し込み　問問い合わせ
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（長野県川上村）

※申し込みできる方は市内在住、在勤、在学の方が
 過半数のグループまたは個人です。
※7月5日、12日、19日、20日は休館日です。

7月分の利用　1月8日から受付開始
初日の午前8時30分～午後1時の受付分は抽選、
午後1時以降は申し込み順に受け付けます

電話受付です 782・3800

7月分の利用 1月1日から受付開始

電話受付です  0120・55・2838
※7月21日、22日は利用できません。7月28日～ 8月19日の夏季
　期間は後日募集します。

FAXでのお問い合わせは返 782・6815 FAXでのお問い合わせは返 0267・99・2240

（7月1日～27日）

町
田
産
野
菜
が
い
っ
ぱ
い

日
曜
朝
市

問
農
業
振
興
課

　
辺辺
７
２
４
・
２
１
６
６

日
１
月
９
日
（
日
）
午
前
７
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

 犬
・
猫
た
ち
に
あ
た
た
か
い
家
庭

を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

　
新
た
な
飼
い
主
を
探
す
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
。
飼
育
希
望
者
は
、

住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き
る
も
の

を
お
持
ち
の
う
え
、
直
接
会
場
へ

お
い
で
下
さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
等
の
接
種
費
用
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
当
日
の
引
渡
し
は
行
い
ま
せ

ん
。

日
１
月
　
日
、
２
月
　
日
い
ず
れ

２３

２７

も
日
曜
日
午
前
　
時
～
正
午

１０

【
新
た
な
飼
い
主
を
探
し
た
い

方
】
　
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
１
月
　
日
、　
日
、
２
月
１

１１

１８

日
、
８
日
、　
日
、　
日
（
い
ず

１５

２２

れ
も
火
曜
日
）
午
後
２
時
～
３
時

に
、
犬
・
猫
の
写
真
を
お
持
ち
の

う
え
、
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ

い
。

【
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
相
談

会
】
　
毎
月
第
２
火
曜
日
午
後
２
時
～

３
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。

◇

場
境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

問
町
田
動
物
愛
護
の
会
辺辺
０
９
０

・
９
２
０
３
・
７
１
７
２
返
７
９

７
・
６
３
８
８
、
町
田
市
環
境
保

角

学
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全
課
辺辺
７
２
４
・
２
７
１
１
返
７

２
４
・
２
７
２
２

　
能
ヶ
谷
三
・
四
丁
目
の
「
藤
の

木
交
差
点
」
で
、
渋
滞
緩
和
の
た

め
市
道
の
拡
幅
工
事
を
行
い
ま

す
。
　
こ
の
工
事
は
、
小
田
急
線
柿
生

４
号
踏
切
か
ら
都
道
（
世
田
谷
・

町
田
線
）
に
接
続
す
る
市
道

の
拡
幅
を
行
い
、
車
両
の
流

れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
工
事
期
間
中

は
渋
滞
が
予
測
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
急
ぎ
の
方
は
迂
回
を

お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間
１
月
　
日
～
３
月

１０

　
日
（
予
定
）

１８時
間
昼
間
（
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）、
夜
間
（
午
後
９

時
～
翌
朝
６
時
）

交
通
規
制
片
側
交
互
通
行

（
昼
夜
間
の
工
事
時
間
帯
）

※
夜
間
の
舗
装
工
事
時
に
は

車
両
通
行
止
め
が
あ
り
ま

す
。

問
道
路
整
備
課
辺辺
７
２
４
・

１
１
２
５

藤
の
木
交
差
点
の

交
通
規
制
に
つ
い
て

藤
の
木
交
差
点
の

交
通
規
制
に
つ
い
て

藤
の
木
交
差
点
の

交
通
規
制
に
つ
い
て
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角

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

１
月
　
日
（
木
）
＝
鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー

１３

１
月
　
日
（
火
）
＝
堺
市
民
セ
ン
タ
ー

１８

１
月
　
日
（
木
）
＝
南
市
民
セ
ン
タ
ー

２０

１
月
　
日
（
火
）
＝
忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー

２５

１
月
　
日
（
木
）
＝
な
る
せ
駅
前
市
民
セ
ン
タ
ー

２７

出張
教育相談

　屋外広告物の街並みに調和したデザインや、効
果的な見せ方を学び、商店街や通りの個性・魅力
を生かした景観づくりを考えるセミナーです。
対市内の商店会の方、広告・企画デザイン業者の
方
日１月１８日（火）午後２時～５時
場市役所中町第三庁舎
講多摩美術大学グラフィックデザイン学科教授・
田口敦子氏
定３０人（申し込み順）
申事前に電話でまちづくり推進課（辺辺７０９・０６４２）
へ。

景観づくりと屋外広告物のデザイン景観づくりと屋外広告物のデザイン
景観づくりセミナー景観づくりセミナー

政
策
経
営
部
、
建
設
部
、
都
市
づ

く
り
部
、
上
下
水
道
部
、
会
計
課
、

市
民
病
院
の
財
務
に
関
す
る
事
務

及
び
こ
れ
に
関
す
る
事
務
事
業
に

つ
い
て
、
監
査
結
果
報
告
書
が
　１２

月
　
日
に
監
査
委
員
か
ら
市
長
に

２７
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
書
の
閲
覧
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
市
政
情
報
→
市
の
監
査
）、

市
政
情
報
や
ま
び
こ
、
各
市
立
図

書
館

問
監
査
事
務
局
辺辺
７
２
４
・
２
５

４
７
返
７
２
４
・
１
１
６
８

「
広
報
ま
ち
だ
」
か
ら

お

知

ら

せ

　「
広
報
ま
ち
だ
」
等
の
広
報
紙

は
、
新
聞
折
り
込
み
の
ほ
か
、
市

の
施
設
や
鉄
道
駅
・
郵
便
局
・
農

協
な
ど
で
拠
点
配
布
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
法
で
入
手
で

き
な
い
方
に
は
、
郵
送
に
よ
る
配

布
（
送
料
は
自
己
負
担
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
（
お
お
む
ね
　
歳
６５

以
上
）
や
体
が
不
自
由
（
お
お
む

ね
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
以
上
）

な
ど
の
理
由
で
、
配
布
場
所
に
行

く
こ
と
が
困
難
な
世
帯
に
は
、
無

料
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
配
布
拠
点
本
庁
舎
１
階
受

付
、
森
野
分
庁
舎
１
階
受
付
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
セ
ン
タ
ー
、

各
駅
前
連
絡
所
、
町
田
市
民
ホ
ー

ル
、
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
、
健
康

福
祉
会
館
、
成
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
、
鶴
見
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
、
各
市
立
図
書
館
、
総
合
体
育

館
、
室
内
プ
ー
ル
、
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
　
ほ
か

【
声
の
広
報
・
点
字
版
な
ど
も
あ

り
ま
す
】

　
目
の
不
自
由
な
方
に
は
「
声
の

広
報
（
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
デ
イ

ジ
ー
版
）」「
広
報
ま
ち
だ
点
字

版
」「
Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド
版
広
報
」
の

無
料
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
広
報
広
聴
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

０
１
返
７
２
４
・
１
１
７
１

ご
活
用
下
さ
い

介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
市
が
監
修
し
、
ジ
ャ
パ
ン
プ
リ

ン
ト
（
株
）
か
ら
発
行
さ
れ
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
「
や
さ
し
い
介
護
と

予
防
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
介
護
保

険
制
度
の
仕
組
み
や
利
用
手
順
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
一
覧

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

配
布
場
所
高
齢
者
福
祉
課
、
各
市

民
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
介
護
保
険
課

問
介
護
保
険
課
辺辺
７
２
１
・
３
１

３
６

鶴
川
駅
東
側
バ
イ
ク
駐
車
場

利
用
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
本
紙
　
月
　
日
号
で
お
知
ら
せ

１２

１１

し
た
鶴
川
駅
東
側
バ
イ
ク
駐
車
場

の
利
用
申
込
に
つ
い
て
、
詳
細
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
一
時
利
用
に
つ
い
て
】

利
用
開
始
１
月
５
日
午
前
６
時
　３０

分
か
ら

【
定
期
利
用
に
つ
い
て
】

利
用
開
始
２
月
１
日
午
前
０
時
か

ら
（
予
定
）

※
工
事
の
進
捗
状
況
等
に
よ
り
、

利
用
開
始
日
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
定
期
利
用
予
定
者

に
は
郵
送
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

申
込
書
配
布
日
時
／
場
所
１
月
３

日
午
前
　
時
～
午
後
３
時
、
４
日

１０

午
前
６
時
　
分
～
午
後
８
時
　
分

３０

３０

／
現
地
管
理
事
務
所

申
申
込
書
に
記
入
し
、
１
月
５
日

午
前
６
時
　
分
か
ら
直
接
現
地
管

３０

理
事
務
所
へ
。

※
１
月
５
日
午
前
６
時
　
分
～
午

３０

後
８
時
　
分
の
申
し
込
み
で
、
収

３０

容
台
数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で

す
（
結
果
は
郵
送
）。
１
月
６
日

以
降
は
申
し
込
み
順
で
す
。

※
車
両
１
台
で
１
回
の
申
し
込
み

で
す
。
申
し
込
み
時
に
バ
イ
ク
の

ナ
ン
バ
ー
を
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ナ
ン
バ
ー
を
控
え
て
お
い

で
下
さ
い
。

問
交
通
安
全
課
辺辺
７
２
４
・
１
１

３
６
返
７
２
４
・
１
１
４
６

提
出
さ
れ
ま
し
た

監
査
の
結
果
報
告
書

　
２
０
１
０
年
度
第
３
回
定
期
監

査
が
実
施
さ
れ
、
対
象
と
な
っ
た

鶴川駅東側バイク駐車場の利用料金等

定期利用一時利用
車種

（排気量） 料　金
（１か月あたり）

収容
台数

料　金
（１日１回あたり）

収容
台数

３０００円７８台１５０円４６台５０㏄以下

３６００円８２台２００円１５台１２５㏄以下

４２００円２３台３００円１０台１２６㏄以上

　南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

臨

時

休

館

　
館
内
工
事
の
た
め
、
次
の

と
お
り
休
館
し
ま
す
。
２
月

１
日
か
ら
通
常
ど
お
り
開
館

し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

休
館
期
間
１
月
　
日
（
月
）

１７

～
　
日
（
月
）

３１
問
南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ
辺辺

７
３
９
・
６
７
９
１

交通規制区間

鶴川駅東口

岡上陸橋

都道 世
田谷・町

田線

小田急
線

至町田

至町田

市
道
鶴
川
23
号
線

藤の木 至柿生

柿生４号踏切

至新宿

鶴川駅

　
不
登
校
、
非
行
、
勉
強
や
進
路

の
悩
み
、
親
と
子
の
関
係
な
ど
で

お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

時
間
午
前
　
時
～
正
午

１０

申
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
教
育
セ

ン
タ
ー（
辺辺
７
９
２
・
６
５
４
６

返
７
９
１
・
０
３
５
９
）
へ
。

景観に配景観に配慮慮
した屋外した屋外広広
告物の一告物の一例例

　申込方法、会場等の詳細は各センターへお問い合わせ下さい。
問高齢者福祉課辺辺７２４・２１４６　返７２４・１１９０

定員／申込会　場日　時催し名
１５人（申し込み順）／電話で桜館地域包
括支援センター（辺辺７９７・８０３２）へ。ＦＡＸ
でのお問い合わせは返７９７・８８３０へ

ふれあい桜館１階１月２３日（日）
午後２時～４時

らくらく家庭介護術～車いす
の操作と体に負担のかからな
い介助の方法

２０人（申し込み順）／電話で合掌苑地域
包括支援センター（辺辺７９６・０８９９）へ。ＦＡ
Ｘでのお問い合わせは返７９９・２１４５へ

わさびだ療育園
１月２３日（日）
午後２時～３時３０

分

ボディーメカニクスを活用し
た介護技術～体の動きの特徴
をわかりやすく解説し、介護す
る側に無理のない介助の方法

  地域包括支援センターの催し【家族介護者教室】  椅 為尉尉尉尉 椅 為尉尉尉尉


